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（１）小栗忠順カルタ作成歴＝高崎市の募集（2021年）。
（２）2027年のNHK大河ドラマに小栗忠順が登場する機会に旧作カルタを紹介する。
（３）前作=上毛新聞が募集した「新上毛カルタ」に「建国の気概で散った小栗忠順」が入選。
　　　「小栗かるた」のコンセプトは「建国の気概である」。上毛カルタの「雷と空っ風義理人情」を想定した。
(４)公開目的=個人の学習参考資料用等に、商用の利用はご遠慮をお願いします。
(５)著作権は放棄していません。
(６)謝辞=東善寺のホームページ、WEB情報等を参考にさせて頂きました。有り難うございます。
(７)掲載サイト=http://af06.kazelog.jp/itoshikimono/(ブログ・いとしきもの　A lullaby for myself)
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番号 音 読み札 「読み札の解説

NO1 あ アメリカに　渡って見えた　新世界

アメリカは日本人だけではなく、世界中から多数の人々を惹きつけてきました。アメリカに開
けた文明・文化は新世界として世界を牽引してきました。小栗忠順も新世界に真摯に立ち向
かう事で新しい未来の日本が見えてきたのだと想像します。鎖国で国内に閉じこもるより世
界に向かって進もうとした小栗忠順の決意を読み取りたいと思います。

読み あめりかに　わたってみえた　しんせかい

NO2 い 生き延びよ　妻子に託す　おのが夢

小栗忠順は新政府と幕府の対立で主戦論の立場で行動してきました。ここには、将軍に対
する忠義を尽くすという決意があったと思われます。忠順という自分の名前にも恥じない行
動をしたと思われます。将軍の意向に合わず、役職を解任されたとき自分の最期を感じ取っ
たと思われます。それ故、自分の遺志を妻子に託したのでしょう。

読み いきのびよ　さいしにたくす　おのがゆめ

NO3 う 浦賀沖　黒船を見て　国憂う

ペリーは軍艦・黒船を率いて浦賀沖に停泊し開国を迫りました。幕府は鎖国や従来兵器で
危機を乗り越えようとしました。しかし、巨大な軍艦と大砲を並べた米国の圧力には勝ち目
は無かったでしょう。ペリーが浦賀に来たのは嘉永6年、小栗忠順26歳の時です。当然、小
栗忠順は日本の前途を憂え日本を背負って立とうと決意したと思われます。

読み うらがおき　くろふねをみて　くにうれう

NO4 え 冤罪と　叫ぶことなく　服す罪

小栗忠順は新政府に対する反逆という罪名で斬首されました。時は、江戸から明治に変わ
る過渡期でした。小栗忠順自身は、刑場で多数の村民が見守る中、「何か言い残すことはな
いか」と聞かれ、「私自身には何もないが、母と妻子は寛恕願いたい」と述べて従容として罪
に服しました。死ぬまで武士の生き方を通したのでしょう。

読み えんざいと　さけぶことなく　ふくすつみ

NO5 お お役解かれ　空しく帰る　権田村

慶応3年10月14日（1867年11月9日）、15代将軍徳川慶喜は朝廷に大政奉還しました。その
後の戊辰戦争で、小栗忠順は新政府との徹底抗戦を主張し、将軍の方針に逆らい全ての
役を解任されました。小栗忠順はまだ働き盛りの年齢です。武士の生命は終わっても、新し
い時代の到来を確信し領地権田村で帰農しましたが、第二の人生は巡ってきませんでした。

読み おやくとかれ　むなしくかえる　ごんだむら

NO6 か 外交に　命を賭けて　友となる

小栗忠順は安政7年（1860年）、遣米使節目付（監察）として、正使の新見正興が乗船する
ポーハタン号で渡米しました。使節団の主目的は、「日米修好通商条約」の批准書交換でし
たが、首都ワシントンで行われた日米間の最初の外交交渉として重要でした。外交の基本
は筋を通して命懸けで交渉することであり、それにより友好関係は深まります。

読み がいこうに　いのちをかけて　ともとなる

NO7 き 汽車と船　日本の夜明け　世界から

遣米使節団が送られた安政7年（1860年）、産業革命の原動力となった蒸気機関を使った、
汽車と軍艦が文明開化を印象づけました。小栗忠順は文明開化の原点に動力革命があっ
たと気付きました。だが、日本が欧米の文明に追いつき追い越すまでの道のりは長かった
のです。科学技術以外でも西欧から学ぶべき事柄は多くありました。

読み きしゃとふね　にほんのよあけ　せかいから

NO8 く 軍艦と　大砲だけでは　戦えぬ

江戸時代約260年間は武家社会でした。時を同じくして、西欧では産業革命が起きて、市民
階級が台頭しました。西欧の列強国が世界の各地に進出しました。江戸時代末期に、大砲
を積んだ軍艦が日本の沿岸まで迫り、開国を要求しました。大砲も軍艦も使いこなすには科
学技術が必要です。小栗忠順は学問・ソフトの重要性を理解しました。

読み ぐんかんと　たいほうだけでは　たたかえぬ

NO9 け 稽古事　文武の腕は　一人勝ち

小栗忠順は旗本で禄高2500石取りの名家に生まれました。幼少時は、武士の素養である武
術や学問を受けました。武術としては、剣術、砲術、柔術等を学び、旗本小栗家の屋敷内
あった安積艮斎（あさか ごんさい）の私塾「見山楼」で朱子学等も学び、その成績は抜群でし
た。各種の奉行役遂行にも文武の素養が活かされました。

読み けいこごと　ぶんぶのうでは　ひとりがち

NO10 こ 剛太郎　鉄に目覚めて　鉄の意志

小栗忠順の幼名は剛太郎といいました。漢字の剛には金剛石・ダイヤモンドで使われるように固
いという意味があります。小栗忠順は自分の名前の意味から、自分の生き方を考えた事でしょ
う。鉄は固いだけでは無く加工しやすく柔軟性もあります。小栗忠順は鉄の性質と有用性を知り、
鉄を使いこなせる技術や産業の開発に目覚めました。

読み ごうたろう　てつにめざめて　てつのいし

NO11 さ 先駆けて　一人走れど　速すぎた

小栗忠順は遣米使節として渡米し任務を遂行し、帰国後幕府の骨格を作る幾つもの要職に
就きました。西洋文明の威力を見聞した小栗忠順には、日本が最優先で行うべき事業が明
確に見えていました。小栗忠順が立ち上げた事業も斬首でその成果を見る事はできません
でしたが、明治新政府に引き継がれ日本の文明開化につながりました。

読み さきがけて　ひとりはしれど　はやすぎた

NO12 し 深紅なる　小栗椿の　物語

小栗忠順の菩提寺東善寺の墓域に黒味を帯びた八重の花を咲かせる椿があります。小栗
忠順が斬首された後、江戸から倉賀野河岸に送られた引越荷物の中にその椿がありまし
た。持ち主死亡で、競売にかけられたのを名主田口十七蔵（たぐちとなぞう）が買い取り、墓
が出来たときに墓地に移植されたそうです。小栗忠順を慕う住民の物語です。

読み しんくなる　おぐりつばきの　ものがたり

NO13 す 砂を噛む　小栗の無念　忘るまじ

小栗忠順は自分の信念を確信して将軍に徹底抗戦を具申したのでしょう。小栗忠順が将軍
の和平の意向に沿わなかったことを知ってどのように感じたか誰も知りようが無いようです。
凡人なら砂を噛む思いがしたかも知れません。昔から、武士に二言は無いと言われていま
す。小栗忠順は斬首されることで全ての責任を我が身に受けたのでしょう。

読み すなをかむ　おぐりのむねん　わするまじ

小栗かるた　　　「読み札」　　　
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NO14 せ 製鉄が　国と社会の　基礎となる

「鉄は国家なり」はビスマルクの演説に由来し、1862年小栗忠順35歳の時におこなわれまし
た。横須賀製鉄所は、小栗忠順の進言により、ヴェルニーを招聘して慶応元年（1865）に起
工式がおこなわれた江戸幕府の製鉄所です。和魂洋才の明治政府は、今の北九州市に官
営八幡製鉄所を建設しました。近代国家は鉄が支えました。

読み せいてつが　くにとしゃかいの　きそとなる

NO15 そ 造船所　見物するな　見学だ

遣米使節団は、米国首都ワシントンにあった造船所(海軍工廠)を1860年に見学しました。
ポーハタン号はノーフォーク海軍工廠で1847年に起工、1850年に進水、1852年に就役しまし
た。当時の米国海軍工廠は軍艦以外の多くの軍需品を製造していました。小栗忠順は千載
一遇のチャンスとして造船所の見学をしました。

読み ぞうせんじょ　けんぶつするな　けんがくだ

NO16 た 大統領　名前を残す　外交史

米国の南北戦争は1861年4月12日～1865年4月9日に行われました。遣米使節団は1860
年、まさに南北戦争の前年でアメリカが混乱に陥った頃に派遣されましたが、滞在先で大歓
迎を受け、条約批准書を交換し大役を果たしました。米国側からはブキャナン大統領が使節
団と謁見し日米外交史に名前を残しました。

読み だいとうりょう　なまえをのこす　がいこうし

NO17 ち 知恵しぼり　幕府財政　立て直す　

小栗忠順は、江戸幕府末期の上級武士・旗本で、勘定奉行、江戸町奉行、外国奉行等の役
職を歴任しました。勘定奉行とは、現代の財務省次官クラスの多くの権限を持つ役職で、厳
しくなりつつあった幕府の財政再建にも取り組みました。財務以外にも行政全般を理解して
いたので、幕府の経営には不可欠な人材でした。

読み ちえしぼり　ばくふざいせい　たてなおす

NO18 つ 伝えよう　小栗忠順　心意気

小栗忠順は江戸末期の動乱期に活躍した幕府側の役人です。著書もなくその人柄や業績
が理解しがたい人物です。更に、学校の歴史や書物等で紹介される機会も少なく同時期の
人物より知名度も低いようです。しかし、小栗忠順の考え方や行動は人間としての在り方を
教えてくれます。小栗忠順の真情を汲み取って後世に伝えたいと思います。

読み つたえよう　おぐりただまさ　こころいき

NO19 て 天命と　水沼河原で　斬首さる

社会の正義を守るため犯罪者には刑罰が与えられます。小栗忠順は新政府軍に対する謀
反を企てたとう罪状で捕縛され、そのまま烏川の水沼河原に運ばれ斬首されました。小栗忠
順は斬首の刑をどのように受け取ったのでしょうか。自分の行為は天に恥じることは無い。
後世の人々は自分の正しさを必ず理解してくれると確信していたのでしょう。

読み てんめいと　みずぬまがわらで　ざんしゅさる

NO20 と ドルと両　為替交渉　幕末に　

外国間の貿易において通貨の交換比率が貨幣の価値と等しくなる必要があります。江戸時
代末期では、米国通貨のドルと日本通貨の両の交換比率がドルに対して不利でした。当時
一ドルで一ドル以上の両に交換出来たので日本の金は米国に大量に流出しました。小栗忠
順は渡米時に不平等を実験で確かめ平等になるよう交渉しました。

読み どるとりょう　かわせこうしょう　ばくまつに

NO21 な 無い金で　幕府再建　財務官

江戸時代末期になると、商工業も発達し、年貢米中心の経済から貨幣経済に移行しました。
幕府が事業を行うにもお金が必要ですが、幕府の支出が膨らみ財政は逼迫しました。小栗
忠順は幕府の最高財務官相当の勘定奉行も歴任し実力を発揮しました。幕府全体の財務
規模も拡大し経験した行政万端の知識や経験が大変役立ちました。

読み ないかねで　ばくふさいけん　ざいむかん

NO22 に 日米の　握手の結果　今がある

アメリカと日本幕府は日米修好通商条約を締結したが、日本に取って対等では無く不平等
な条項がありました。米国は幕府の経済力・軍事力を把握した上で交渉に臨み、日本は結
果的として不平等条項を飲まされました。小栗忠順は遣米使節に監察という役職で参加し
米国市民と交流し、その後の日米友好の基礎を築きました。

読み にちべいの　あくしゅのけっか　いまがある

NO23 ぬ 濡れ衣を　晴らす気概の　上州人

小栗忠順は上申内容が将軍に入れられず全役職を罷免されました。当然自分自身の進退
を自分で決めてその後の行動をしました。捕縛され斬首されるのも覚悟していたのかも知れ
ません。小栗忠順が150年以上前に受けた処遇を濡れ衣だと弁解もせず従容と死を受け入
れた歴史を現代人はもう一度しっかり見直す必要がありそうです。

読み ぬれぎぬを　はらすきがいの　じょうしゅうじん

NO24 ね ねじに見る　尽きることなき　知恵と技

小栗忠順は遣米使節として渡米し、ワシントン造船所(海軍工廠)を見学しました。そこで見た
のは、鉄という素材を巧みに使いこなす近代的な科学技術工場でした。小栗忠順は造船所
からネジを持ち帰りました。ネジは鉄材を使いこなす近代工業の象徴でした。大きな機械を
作るのは小さな機械です。ネジは産業の塩と呼ばれています。

読み ねじにみる　つきることなき　ちえとわざ

NO25 の 野辺に立つ　郷土の偉人　顕彰碑

小栗忠順が斬首された烏川の水沼川原に「偉人小栗上野介罪なくして此所に斬らる」と刻ま
れた顕彰慰霊碑が昭和７年地元の有志等により建立されています。江戸から明治へと時代
が慌ただしく移り変わる時の出来事ですが、この顕彰慰霊碑が後世に伝えようとしているこ
とに耳を傾けたいと思います。

読み のべにたつ　きょうどのいじん　けんしょうひ

NO26 は 幕閣で　散るも散らない　祖国愛

小栗忠順は幕閣という身分で斬首という非人道的な処罰を受けて死亡しました。小栗忠順
の胸中には幕府のためというより自分が生まれ育った祖国の未来のために死をも受け入れ
ようと決意したのでしょう。まさに、死んで生きるという最も難しい選択をしたのかも知れませ
ん。小栗忠順は祖国だけは生き残って欲しいと思ったでしょう。

読み ばっかくで　ちるもちらない　そこくあい

NO27 ひ 冷や汗を　覚悟で学ぶ　英会話

定款や役員までそろえた株式会社を日本で最初につくったのは小栗忠順だと言われていま
す。小栗忠順は、帰国七年後の1867年に日本最初の株式会社「兵庫商社」を設立しました。
小栗忠順は遣米使節としてパナマの鉄道会社の運営を調査しコンパニー・会社方式の企業
運営を理解しました。当然英会話も必死で学んだことでしょう。

読み ひやあせを　かくごでまなぶ　えいかいわ

NO28 ふ 武士の道　天命を聞き　まっしぐら

小栗忠順は武士として恵まれた環境に生まれ、知力・胆力も他を圧倒していました。まさに、
怖い物知らずのように天命に向かって突進して行きました。しかし、時代は大混乱に陥り、
再起不能な事態になってしまいました。小栗忠順は既に何も語れません。後世の我々現代
人は歴史に立ち返って謙虚に小栗忠順から学びたいものです。

読み ぶしのみち　てんめいをきき　まっしぐら

NO29 へ 兵站を　整える間に　世が動く

有史以来、戦いは止むこと無く、現在まで続いています。戦いの規模も時代と共に増大しま
した。近代的戦争論では、戦線の後方資材確保まで含めた兵站が勝敗を決めると言われて
います。小栗忠順が直面した戊辰戦争では、新政府側と幕府側も内戦の帰結に苦慮しまし
た。日本は内戦を止め国力を保持する選択をしたのでしょう。

読み へいたんを　ととのえるまに　よがうごく
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NO30 ほ ポーハタン　乗って納得　蒸気力

万延元年遣米使節は米国の海軍外輪フリゲート艦ポーハタン号で太平洋を横断しました。
蒸気機関は産業革命の原点で汽船だけで無く、蒸気機関車、製糸機械等に使われ産業の
近代化を推進しました。使節団はポーハタン号に乗り、軍艦の運航も学習出来ました。小栗
忠順にとってもポーハタン号の体験は大きく役だったでしょう。

読み ぽーはたん　のってなっとく　じょうきりょく

NO31 ま 髷袴　腰の大小　武士の意地

万延元年遣米使節の画像を見ると、団長以下の正使は、髷に冠、裃、羽織袴と腰に大刀小
刀を下げた武士の正装をしています。正式外交の場面では着用する衣服の選択は重要で
す。アメリカ風の俄作りの衣装を着用せず武士の正装で活動した姿に武士の威厳を感じま
す。やはり、自国文化に自信を持てなければ外交でも負けてしまうでしょう。

読み まげはかま　こしのだいしょう　ぶしのいじ

NO32 み 民活の　会社作って　大事業

小栗忠順が設立した兵庫商社は日本初の株式会社と言われています。その目的は幕府が
約束した兵庫港開港にあったと言われています。開港には多大な資金が必要となります
が、その資金を民間の有力商人に出資してもらい、利益を株主の商人に支払う構想でした。
この事業は明治政府に引き継がれ、明治時代の商業の近代化に繋がって行きます。

読み みんかつの　かいしゃつくって　だいじぎょう

NO33 む 無心にて　我が道歩む　先覚者

小栗忠順の歩みを展望すると自分の事より主君や日本の将来の事を第一に考えて行動し
ました。更に日本の進むべき方向に向けて数多くの事業を手がけました。小栗忠順の才能、
見識、行動力等どれ一つとっても時代の先覚者と言えます。ただ、謙虚さ故、小栗忠順の実
像は捉え難いので、私たちは先覚者小栗忠順を正しく学び伝承しましょう。

読み むしんにて　わがみちあるく　せんかくしゃ

NO34 め 明治江戸　歴史を繋ぐ　無辜の民

小栗忠順は時代が揺れ動いた江戸末期から明治までの激動期の政治を動かしました。日
本中が、敵味方に分かれて戦いました。小栗忠順が米国から持ち帰ったネジが明治の近代
産業を支えました。敵味で戦った小栗忠順や国民は犬死にしたのでしょうか。罪なく戦死し
ても江戸と明治を結びつける大切なネジの役割をした多数の国民がいました。

読み めいじえど　れきしをつなぐ　むこのたみ

NO35 も 物作り　見て真似をして　こつ掴め

小栗忠順は幕府の上級官僚として、勘定奉行、江戸町奉行、外国奉行等を歴任しました。
現代では、次官クラスの権限があったようです。新しい事業を始める時はよく調査してから設
計、試作、稼働を経て動作を検証する必要があります。機械や組織等を作る時は、現物を
入手したり、実例をよく見て動作原理を学ぶのが成功への近道です。

読み ものづくり　みてまねをして　こつつかめ

NO36 や 刃見て　逃げるな諭せ　その覚悟

小栗忠順は優秀で、それ故に敵や反対者が多かったようです。任命された役を途中で解任
されても、その役をこなせる人材がいないので、再任されるような場合もあったようです。厳
しい状況や立場で役を粛々とこなすには相当な自信、覚悟、実力が必要だったでしょう。こ
のようなエピソードは小栗忠順の人柄を伝えています。

読み やいばみて　にげるなさとせ　そのかくご

NO37 ゆ 行く先で　恥じず恐れず　聴き正せ

万延元年遣米使節は、小栗忠順を筆頭に訪問先で何でも真剣に見聞しました。使節団一行
が多数の記録を残しています。やはり、当時の使節団には、教育を受けて熱心に学問をしよ
うと志した優秀な人材が選ばれていたようです。見聞の極意は新しく発見したことに感動し、
分からないことは恥ずかしがらずに質問することでしょう。

読み ゆくさきで　はじずおそれず　ききただせ

NO38 よ 世の中の　背骨を作る　鉄の色　

1890年(明治23年)、日本で初めての鋼製汽船「筑後川丸」 (610総トン)が建造されました。万
延元年遣米使節の渡米後30年後でした。鉄鋼は現在では、自動車、船舶、建造物等々の素
材で多用されています。まさに、鉄鋼は現代産業の背骨になっています。小栗忠順は幕府
による製鉄所(造船所)の建設を推進しました。

読み よのなかの　せぼねをつくる　てつのいろ

NO39 ら 羅針盤　世界を回り　知る威力　

万延元年遣米使節が乗船した船はポーハタン号や咸臨丸でした。木造船の咸臨丸は、オラ
ンダで建造され、1857（安政4）に完成し、装備が完成後、日本初の軍艦として就航しました。
当時の海軍は軍艦の運用技術が不十分で米国に依存しました。羅針盤を使って世界一周
が出来た事で、高度の航海術や訓練の重要性を知った事でしょう。

読み らしんばん　せかいをまわり　しるいりょく

NO40 り 陸と海　世界から見る　我が故郷

万延元年遣米使節は船と鉄道で世界を一周しました。江戸時代は幕府が鎖国政策を取り、
出国は禁止されていました。万延元年遣米使節の使命は日米修好通商条約の批准書交換
でしたが、世界一周して祖国に帰ってき体験は日本人が海洋民族であると言う本能を目覚
めさせたと想像されます。ようやく日本人の前に世界が現れてきました。

読み りくとうみ　せかいからみる　わがこきょう

NO41 る 流布したる　俗説正す　研究家

小栗忠順が活躍したのは第15代将軍徳川慶喜が朝廷に大政奉還する頃までの短い期間で
した。明治新政府は幕府の資産や制度を引き継ぎましたが、小栗忠順が残した業績は敗者
として評価されませんでした。小栗忠順も敬遠され学問的に研究されませんでした。戦後に
なって小栗忠順の業績を研究・継承しようと研究家が立ち上がりました。

読み るふしたる　ぞくせつただす　けんきゅうか

NO42 れ 歴史負い　千里の道を　一歩ずつ

小栗忠順は江戸幕府が延々と開府後260年以上も続くと考えていたでしょうか。もはや、そ
の質問には答えられません。ただ、自分の働きで一歩一歩歴史が作られて行くことを確信し
て日々行動していたと考えられます。歴史の中に我が身を置いて客観的に自分の行動を反
省すれば国の将来も自分の行く末も見えてくるのでしょう。

読み れきしおい　せんりのみちを　いっぽずつ

NO43 ろ 路線読む　攘夷開国　胸に秘め

小栗忠順は幕府の外国奉行や軍艦奉行も歴任し、開国を迫る諸外国との交渉や国防の仕
事も担当しました。小栗忠順は青年時代の文武の鍛錬、遣米使節での経験、幕府の役職体
験を総合して、日本が進むべき路線を考えました。幕府高官として多くの事業を始めました。
重要な事業の多くが明治政府に引き継がれ、明治の父と呼ばれています。

読み ろせんよむ　じょういかいこく　むねにひめ

NO44 わ 若き武士　行い正し　知に到る

小栗忠順は幼少時に武道を学び、学問は安積艮斎の私塾で朱子学を学びました。朱子学
は、父子君臣の上下の別を強調した学問体系で、徳川幕府を支える学問になりました。小
栗忠順はその後、実践や「知行合一」を重視する陽明学も学びました。小栗忠順が活動した
動乱の時代には青年時代に学んだ朱子学や陽明学が役だったことでしょう。

読み わかきぶし　おこないただし　ちにいたる
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